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「このようなモノやサービスがあれば、コ
ミュニティや世界はもっと良くなるはず」
……。そのようなアイディアを持ってはいて
も、起業家精神が根付いていない日本におい
ては、具現化するための一歩が踏み出せずに
いることが多いのが実情です。 
 
2017年は「情熱とアイディアをカタチに」を
テーマに、国連が採択した持続可能な開発目
標に関係する社会的課題について、起業家精
神を用い、解決策を考えながらプロジェクト
や事業計画にするためのサマープログラムを
実施しました。このサマープログラムでは、
国内外で活躍している社会起業家や実務家を
メンターとしてお招きし、彼らの専門的な知
識やアドバイスを織り交ぜながらチームと
なって協働することで、「情熱」や「アイ
ディア」をプロジェクトとしてカタチにする
までのプロセス体験を盛り込みました。 
 

本サマープログラムの狙い 

JSIEでは、リーダーシップを発揮しながらグ
ループの中で協働する力、そして妥協ではな
く成果をより良いものにするためにどうした
らいいか判断力・決断力を養うことを目的と
しています。限られた時間の中で考えをまと
めたり、合意を形成したり、どういう役割を
誰が担うのか、どういう基準で物事を判断す
るのか、自分たちで考えて決めていくことが
求められます。これによって、困難な状況下
や様々な問題に直面しても、最初に何をする
のか次のステップは何か動きながら考え、そ
して試すということができるようになるため
の力をつけてほしいと考えます。 

Kickoffの様子 

特にWISE 2017サマープログラムでは、以下の点
に着目しました。 
 
１．何が問題か見極め、定義する力 
２．自分の考えを他者へ伝える力 
３．人を巻き込み、協調、交渉する力 
４．多様な価値観を受け入れ、柔軟に考える力 
５．ベストな成果を引き出すためのリーダー
シップ 
 

初日は、参加者の中からアイディアを持って
いる人が1分間のプレゼンテーションを行い、
その日初めて出会った参加者の中から一緒に
協働してくれる仲間を募り、最終的に1) 障害
者が活躍できるしくみ、2)食料の無駄をなく
す、3) 人材資源の有効活用、4) エシカル衣料、
5) 料理教室と女性の自立、という5つのアイ
ディアが参加者の投票によって選ばれ5チー
ムが結成されました。ここでは、限られた時
間でいかに自分のプロジェクトについて魅力
的かつ的確に伝えられるかがカギとなりまし
た。ユニークなアイディアもある中で、参加
者の関心を集めたテーマが採択されました。 



グループワークの様子 

5つのグループに分かれ、それぞれが取り組む
SDGsの社会的課題を解決するアイディアに対し
て以下の点に考慮して、プロジェクトを組み立
てる作業を行いました。それと同時に、社会的
インパクトの基本的な考え方である５つのポイ
ント、つまり、Input (投入する資源)、Output 
(それによって何を提供するのか )、そして
Outcome (それを実際に顧客が購入するのか)、
そしてImpact (それによってどんな社会的インパ
クトが期待されるのか)といったことも念頭にお
きながら作業を進めました。 JSIEのファシリテータからはまず、

“SDGs：You can make changes!”と題して、
私たちが身近な社会的課題に取り組むこ
とで、社会を変えていける、どういう社
会インパクトが実現されているのか、そ
れを体現している方たちの社会的起業の
事例が示されました。また、議論の整理
の仕方や、VisionとMissionの違い、資金
調達の際に重要なこと、など講義があり
ました。さらに、自分たちのプロジェク
トやアイディアがどれだけ良いものでも、
それがうまく伝わらなければ資金や顧客
を得ることが難しいため、ストーリーテ
リングを踏まえたピッチ（シリコンバ
レーでよく使われる用語で、主に資金を
得るため投資家に対して効果的にプレゼ
ンテーションすること）の活用について
考えました。 

１．どんな社会的課題(SDGs)を解決するか。なぜ？ 
２．何をするプロジェクトか。 
３．本当にニーズがあるのか。 
４．誰が顧客か。 
５．どうやって実現（ファイナンス）するのか。 
６．どういうインパクトがあるのか。 



メンターによるセッション 

国際機関や途上国事業、社会的起業経験のあ
るメンターによるセッションとグループワー
クによって、参加者らはさらにアイディアを
進化させ、残りわずかな時間も惜しみながら
作業に集中して取り組みました。メンターに
は、アジア・アフリカを主なフィールドとし
て、無電化村で地産地消型の再生可能エネル
ギー、食糧生産および ICTを活用した金融
サービスを行う日本植物燃料株式会社で多く
のビジネスを手掛ける合田真氏、そしてイン
パクト投資の観点から起業支援を提供する一
般財団法人KIBOWの小早川鈴加氏、世界銀行
に長年勤め自身もコーチとして活躍している
村井暁子氏、リクルートの元執行役員で自身
の会社を立ち上げアジアの女性の手仕事作品
を日本市場へつなぐ活動をしている、小安美
和氏、そして世界銀行やダルバーグなど途上
国開発事業に多くかかわる経験をもつ小木曽
麻里氏など、多彩な顔ぶれとなりました。 

小木曽麻里氏 村井暁子氏 

小安美和氏 合田真氏 

小早川鈴加氏 

最終プレゼンテーション 

最終プレゼンテーションでは、当初のアイ
ディアが2日間にわたって集中的に議論され
練られた結果、どのチームも見違えるような
企画発表となりました。 

審査員の視点から投資したいと思うプロジェ
クト企画を考えたグループに、最優秀賞とア
ワードが贈られました。最優秀賞に輝いたの
は、若者をターゲットにしたエシカルな商品
を提供する新しい基準をつくるグループでし
た。国際色豊かなグループメンバーによる協
働によって、ビジョンやミッション、具体的
な商品のサンプル、Websiteも準備するなど
実現性の高さとマーケティングの手法、そし
て新しいスタンダードを作るという独創性に
高い評価がつけられました。 

最優秀賞グループと各グループから次世代を
担うリーダーが選出され、対象者の方たちに
は、JSIEが連携している米国のNGO・NPO団
体へのインターンシップやWSLABのファウン
ダーハウス宿泊券など研修参加の権利が授与
されました。 
今回のプログラムでは、初めて出会った人た
ちとグループを作成し、同じ課題に向かって
解決策を考えながら、自分たちで悩み何度も
議論しながら、実現性の高い計画や戦略を練
り、それを実際に行動に移すためにはどうす
ればいいかということを考えていただきまし
た。何らかの刺激を得て、明日からの行動に
活かしていただきたいと考えます。 



アンケート結果 

JSIEでは、サマープログラム終了後にアン
ケートを実施いたしました。以下の図表の通
り、プログラム全体への満足度は高く、また
ファシリテータ、メンター陣への評価につい
ては高評価を頂き、全体的にポジティブな結
果となりました。頂いたご意見やご感想も併
せてご紹介します。 
 
＜プログラム全体の満足度＞ 

• もっとも刺激を受けたのは、pitch を形に
するプロセスです。メンターのかたの助
言を受け、一日目でまとまりかけたもの
を白紙にするのは、よりよくするために
必要なことと気づきました。 

• 異なるバックグラウンドを持った人々が
どのように問題を捉え、解決に結びつけ
ていくのか、そのプロセスを体験できた
ことに刺激を受けました。 

• ビジネスの最前線で活躍されている方の
考え方や問題解決の仕方に触れられたこ
とです。 

• I was mostly inspired by other people's 
passion. Some of them really took actions on 
solving social issues and they didn't just treat 
the program as a mere 2 days event.  

このように、日本をはじめ世界で活躍されて
いるメンターと繋がれるチャンスはそうあり
ません。また、何よりも財産となるのは、新
しいことに一緒に取り組む仲間ができること
です。応援しあう仲間がいると、落ち込んだ
時や悩んだ時、また前を向いて進んでいけま
す。皆さんとの時間やプロセスを共有するこ
とができたこと、またそういった機会を提供
できたことに、主催者として大変嬉しく思い
ます。 
 
JSIEでは、皆様から寄せられた貴重なご意見
やご感想を参考にしながら、今後の運営の改
善にも努め、より良いプログラム作りを目指
して参ります。 
 
またの機会に皆様とご一緒できる日を、楽し
みにお待ちしております！ 
 

2017年9月 JSIEスタッフ一同 

• 今までビジネスプランを考案した経験は
ありましたが、SDGsをベースにしたこと
はほとんどなかったので、新しい視点で
チャレンジすることができ、とても勉強
になりました。 

• 参加メンバーのモチベーションの高さと
メンターの視点に最も刺激を受けました。 

• JSIE went above and beyond to help me. I 
appreciate your hell with language. 本当にあ
りがとうございました。 

• 本当に充実した2日間で、チームメートや
皆さんからの学びが多かったです。運営
の皆さんのさりげないサポートがとても
温かくありがたかったです。ありがとう
ございました。 

• 大変貴重な体験ができ、ありがとうござ
いました。社会問題を深堀して考えるこ
とはあまりなかったので、意識の高い方
のお考えを知って、意識を変えるきっか
けになりました。 

• 本当に、よいチームメンバーに恵まれま
した。役割バランスも絶妙だった！ 

• 勉強になりました。今回をキッカケに、
思って来たことを表に出したり、情報を
積極的にアップデートして行こうと思っ
ています。 

74% 

26% 

Very satisfied 大変
満足 
Somewhat satisfied 
まあ満足 

68% 

32% 

Very satisfied 大変
満足 

Somewhat satisfied 
まあ満足 

＜ファシリテータの満足度＞ 
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